
CAMPUS 
NOW 2017

錦秋号
早稲田大学広報
通号225号

12	 Rising	Star
	 　文学部　赤塚みちる
	 　上毛新聞社	編集局報道部　和田亮介

14	 研究最前線
	 　理工学術院准教授
	 　橋田朋子

16	 第二世紀へのメッセージ
	 　指揮者
	 　岩村　力

18	 進化する大学
	 　所沢図書館

キ
ャ
ン
パ
ス

•	“
純
ジ
ャ
パ
”早
大
生

　
早
稲
田
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

　
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
地
球
市
民
へ
！

•

早
稲
田
で
鍛
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

•
世
界
を
教
え
る
外
国
人
教
員

•
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
る

特　集

国
際
性
を
育
む



2

WA S E D A  H e a d l i n e  N e w s

国際色豊かな式典に

9月卒業式・大学院学位授与式、入学式を挙行

と思います。その過程では多くの失敗

も経験すると思いますが、失敗は成功

の母であります。何度でも立ち上がり、

成功へ向けて、一歩一歩着実に歩みを

進めてくださることを期待しています」

と卒業者たちを激励しました。

　また、23日、大隈記念講堂にて行われ

た9月入学式では、学部346名、大学院

613名の959名の新入生を迎えました。

このうち797名が海外からの留学生

です。その出身国は、アメリカ、インドネ

シア、タイ、中国、韓国などに加え、ポー

ランド、シンガポール、インド、ネパール、

ベトナム、フィリピンなど多様な国・地

域に拡がっています。鎌田総長からは

　9月16日、大隈記念講堂にて9月卒

業式、大学院学位授与式を執り行い

ました。今年は学部821名、修士課程

修了者332名、専門職学位課程修了者

83名、課程による博士学位取得者92

名、論文による博士学位取得者10名の

1338名が、新たな門出を迎えました。

このうち海外からの留学生が576名に

のぼり、海外在住のご家族も多く出席

され、多言語が飛び交う国際色豊かな

風景が見られました。鎌田総長は「現

代社会の厳しい情勢にひるむことな

く、早稲田大学での学びを最大限に活

用しながら、あらゆることに果敢にチャ

レンジし、様々な経験を積んでほしい

「本学の優れた教育研究環境をぜひ

とも余すことなく活用すると同時に、文

化的背景や価値観の異なる様々な国

の学生と共に学び、議論し、相互理解

を深めることで、総合的な人間力を陶

冶していただきたいと思います。そして、

本学の建学の理念に象徴される理想

を実現するための長い道のりを共に歩

んでいく親友やライバルを見つけ出し

てくださることを、切に希望いたします」

と新入生へエールが贈られました。新

入生は、応援部やワセダベアとともに入

学後初となる校歌を斉唱し、早稲田の

杜における学生生活のスタートを切り

ました。

学位記の授与

卒業式

初めての校歌斉唱入学式
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　毎年夏休みの時期に開催される早稲

田大学理工学術院主催の小中学生の

ための科学実験教室、ユニラブ。1988

年に始まったユニラブが、今年8月8日の

開催で30回目を迎えました。

　ユニラブは、実際に研究活動を行っ

ている研究者とコミュニケーションを

取りながら自ら実験や工作を体験する

子どもたちの知的好奇心を刺激する

第30回ユニラブ（小中学生のための科学実験教室）が開催

白衣、安全メガネ、手袋着用で安全にも十分配慮
（実験：「むらさきキャベツが大へんしん！」）

実験教室の最後には、全員に修了書を授与
（実験：「ぐぐっと観察！	ぷるぷるゼリー」）

ことによって、参加者に科学を身近に感

じ興味を持ってもらうことを目的とし、

例年、学生や教職員が事前申込制の

実験教室や誰でも参加可能な実験体

験コーナーなどを実施しています。

　今回も紫キャベツから色素を取り出

す実験や、ゼラチンを使って果物ゼリー

を作る実験、ラインに沿って動くロボット

を作る実験など、知的好奇心を刺激す

るイベントが多数ラインアップし、参加

者の子どもたちにも好評でした。当日は

約2,000人の小中学生が参加し、イベン

トは大盛況のうちに幕を閉じました。

　本学では地域連携の取り組みとして

国内各地への出張イベント等も実施し

ているほか、2016年3月には地域交流

フォーラムの一環で台湾においても科

学実験教室を開催しました。今後も活

動の幅を拡げていきます。

屋外で実施する教室も
（実験：「木と竹と土とわらで建物の壁をつくろう」）

回路制作中（実験：「暗くなると光る回路を作ろう！」）
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留学経験をはじめ、グローバルなバックグラウンドのない“純ジャパ”日本人学生3人が、
大学生活を通して国際性を磨く4年間をシミュレーションします。
制作協力：	法学部4年	寺崎佳帆さん、国際教養学部4年	川又梨乃さん、
	 先進理工学部4年	柏木拓人さん、教育学部卒業	宇賀田開土さん

“純ジャパ”早大生
早稲田のキャンパスから
世界をリードする地球市民へ！

「Waseda	Vision	150」では、グローバルに活躍できるリーダー育成のため、全学生に海外留学の機会を
提供することを掲げ、多様な留学制度・体系を整備しています。また、全国一の外国人学生数を誇るキャンパスでは
昨年度の在籍総数が7,000人を超え、外国語教育や外国人学生との交流等さまざまな機会を用意しています。
日常を通して国際性を育み、留学前後のスキルアップも図ることができる環境を早稲田では整えています。

F e a t u r e 

講師1人に学生4人の英会話グループレッスン。
多くの学生が履修します。レベル分けテストに
より、6つのレベルに振り分けられます。

異文化交流や留学生支援な
ど、さまざまな目的で活動す
る学生サークルでは、学部を
越えて多様な学生と交流を
持つことができます。

専門知識を英語で学ぶ授業
は、留学生も多く履修してい
ます。英語による討論やアカ
デミックライティングも実践を
通して学べます。

社会科学部	Aさん
海外旅行を機に、異文化交流
に興味を持った。留学や留学
生との交流にも意欲十分。

春休みや、夏休みを利用した
2〜4週間の語学研修を主と
した留学プログラム。2〜4単
位を取得することができま
す。長期留学のステップとし
て、行く人も多いですね。

アメリカの企業でインターンシップを体験。多
国籍の人 と々デスクを並べ、考え方や文化を
肌で感じることができました。活気ある空気
を20代前半で体感し、刺激を受けました。

思い切ってチャレンジ

したことで、海外で 働く

イメージを持てる

ようになった！

WAVOCには、日本とは全く違う事情を抱え
た国でのボランティアプログラムもあります。
国内では見えにくかった問題に目を向け、現
場の人 と々の協働の中で、共感したり、解決に
向かって行動
する力が身に
付きます。

留学生の友 達ができました！
友 達の母国にも遊びに行ってみたいな

国際交流
サークル

留学短期
プログラム

英語での授業WAVOCの
国際

ボランティア
海外企業で
インターンシップ

就職

グローバル企業の
海外拠点で活躍

学生時代の経験を
生かして、世界中の
人の役に立ちたい！
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Tutorial
English

ICC（異文化交流センター）は、学
生が主体となって異文化交流を
行うコミュニティセンター。1dayの
イベントも豊富に開催されている
ので、気軽に参加できます。

国際学生寮WISHに入寮して
いる中国人留学生と授業で知
り合い、友人に。国際学生寮
では日本人学生と留学生が
生活を共にし、日常生活から
異文化交流を体感できます。

中国人のネイティブスピーカーの先生
1人につき履修者最大4人の少人数で
レッスンを受けます。会話レッスンと
Webサイトでの学習で着実に力がつ
いていきます。

文学部	Cさん
語学の勉強が好きで、会話力
を高めたいと考えている。ス
ピーキングに今ひとつ自信が
なく、留学には及び腰。

留学をはじめとした国際教育
の魅力・情報をわかりやすく
伝えるとともに、本学のグロー
バルネットワークが体感でき
るような広報的機能も兼ね備
えたワンストップサービス拠
点です。ここで出会った学生
留学アドバイザーには細かい
ところまで相談に乗ってもら
い、お世話になりました。

友 達ともっと
中国語で話してみたくなりました

基幹理工学部	Bさん
学生生活の大部分を研究に費
やしたいと思い入学したものの、
英語の必要性を日々痛感し、留
学が気になり始めている。

英語学位プログラムで学
ぶ外国人留学生と同じ
研究室に所属。研究室
でのコミュニケーション
は、基本的に英語です。

研究室の教授は国際的
に活躍中。国際学会へ
同行したり、学生ワーク
ショップに参加したりし
て、世界中の研究者や
学生とふれあいます。

ICCの

イベント
に参加

外国人留
学生の

友人がで
きる

中国語チ
ュートリア

ル

留学

Waseda
	Global

	Gate

国際学会

大学院に
進学

研究室
Academic	Writing	and	Discussion	in	English
（AWADE）

就職

就職後は、中国語を活用
できる部署に配属。アジ
アのお客さまとのやり取
りでさらに語学が磨かれ
ていきます。

「トビタテ！留学JAPANの日本代表
プログラム」を利用。プログラムの奨
学金により、経済的負担がなくなり
留学先での勉強に専念できました。

授業での小さな
きっかけが仕事での
チャンスに
つながった！

日本企業
の

アジア部
門で活躍

世界で活躍できる
研究者を
目指して！ 研究留学

ライティングを
学ぶことは英語で論文を書く時も

きっと役立つね

留学にも興味が

湧いてきたけれど、

お金がかかるのでは？

相談してみよう！

英文で論理的な文章を
書くルールを徹底的に
学び、ディスカッションも
交えながら、書く力を鍛
えることができます。
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異文化コミュニケーションの基礎となる語学教育。
グローバルエデュケーションセンター（GEC）が用意している
プログラムについて、企画運営を行っている教員に語っていただきました。

早稲田で鍛える
コミュニケーション力

実証実験に基づいて構築した
チュートリアルイングリッシュ

-早稲田大学の語学教育には多彩な科

目が揃っていますが、これまでどのように進

化を遂げてきたのか、その変遷をお聞かせ

ください。

近藤　2002年にチュートリアルイングリッ

シュが開始するまで、語学の授業は40 〜

50人のクラスが一般的で、参加型とは言い

難いものでした。2001年には、ひとクラス当

たりの人数を段階的に減らして効果を測る

実証実験を行い、最終的に4人であれば全

員参加が可能になるという結論に。現在の

「チューター1人に対し生徒4人」のスタイ

ルが確立しました。2003年以降は、ヨー

ロッパで外国語の修得状況を示す際に使

われているガイドライン「CEFR（Common	

European	Framework	of	Reference	for	

Languages）」に合わせた6レベル計120

レッスンのプログラムが完成しました。

チューターの養成も徹底していて、ワーク

ショップやモニタリングを通して厳選され

た人材がそろっています。

田中　学生からの根強い支持もあり、他大

学にはない素晴らしい英語教育プログラム

だと自負しています。

近藤　こうしたプログラムの仕組みづくり

は、実際の指導経験やテキスト編纂の経

験があり、全体を俯瞰できる人がいないと

うまくいきません。改革に尽力された中野

美知子先生（当時）、さらに中野先生を支

えた職員の存在も大きかったのではない

でしょうか。

田中　当初の履修者は300人程度でした

が、2003年に政治経済学部で必修にし

たのを皮切りに増加し、2007年には約

9,000人、純ジャパの学生はほぼ全員が履

修するまでになりました。現在は少し減っ

ていますが、英語が得意でチュートリアル

イングリッシュを必要としない学生が増え

ているからです。

近藤　初級から上級プラスまで、6レベル

で細かくグループ編成されているほか、学生

のニーズに応え、ライティング、ディスカッショ

ン、ビジネスと、学ぶ内容のターゲットを搾っ

たバリエーションを広げてきましたね。

田中　さらに英語を使いこなすための科目

として、ビデオ会議システムを使って海外の

大学の学生とディスカッションを行う「CCDL

（Cross-Cultural	Distance	Learning）」を

開設したほか、学部では、海外の大学とオン

ラインで合同ゼミを行う「サイバーセミナー」

「サイバーレクチャー」など、さまざまな方法

で英語でのコミュニケーション能力を高

めるためのトライアルを重ねてきました。

正規の授業以外にも、ICC（異文化交流

センター）では日本人の学生と留学生が

ペアになって互いの言語や文化を教え合う

「覚える」語学から
「身に付く」語学へ

グローバルエデュケーションセンター

所長

田中愛治教授（政治経済学術院）

グローバルエデュケーションセンター

教務主任

首藤佐智子教授（法学学術院）
グローバルエデュケーションセンター

近藤悠介准教授
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「ランゲージ＆カルチャー・エクスチェンジ」

なども行われています。

「英語を学ぶ」から
「英語で発信することを学ぶ」へ

-学部ではどのような英語教育が行わ

れていますか。

首藤　法学部では2004年に大きなカリ

キュラム改革を行い、リーディング、ライティン

グといった技能別の授業を廃止して4技能※

総合型とし、英語を
4

教えるのではなく、英語で
4

教える授業「CLIL（Content	and	Language	

Integrated	Learning）」を始めました。1年生

では春学期は「Bridge」、秋学期は「Gate」

というプログラムで、英語を聞いて理解・表

現し、ディスカッションする基礎を作り、英

文をパラグラフで書く等の訓練も行います。

2年生では、人権問題や環境問題などの

さまざまなテーマを英語で学ぶ「Theme」

が必修に。それぞれの授業で1,000語の

リサーチペーパーを書きます。

田中　「CLIL」は法学部だけでなく、政治経

済学部でも導入され「World	Views」という

オリジナルテキストを使った英語の授業を

開講していますね。学生にとっては、英文の

レポートは多少抵抗があると思いますが、

実際はいかがですか。

首藤　まず、日本語とは全く違う英文ライ

ティングのルールを教えています。そもそも

米国の大学では、全員が最初に「フレッシュ

マンイングリッシュ」を受講しますよね。

田中　そうですね。米国人は母語話者で

あっても、英文は訓練しなければ書けない

と考えています。米国の主要な大学では、新

入生は最初にライティングを履修します。こ

のことは意外に日本では知られていません

ね。その点、早稲田大学には日本の大学で

先駆けとなったライティング・センターがあり、

米国の大学と同じ発想で日本語と英語のア

カデミックライティングの指導をしています。

※4技能：Reading、Writing、Listening、Speaking

論理的な文章を書く力をつける

首藤　GECでも、授業として「AWADE

（Academic	Writing	and	Discussion	in	

English）」を2017年に開設しました。英文

ライティングのルールを学び、ディスカッショ

ンを交えながら、論理的な英文を書く力を

身に付けます。

田中　開設にあたっては、10人の各学部の

先生と英語教育の理念を語り合い、最終的

に４人の先生と相談してプログラムを作りま

した。共通していたのは、もはや英語そのも

のを教えるだけの時代は終わり、これから

は、英語で自分の意見を発信する方法を教

える時代だという思いです。社会に出て知

的な職業に就くなら、手紙やビジネス文書

などの英作文の能力は必須です。アカデ

ミックライティングを身に付けておけば、そ

の応用で説得力のある文章を書くことがで

きるようになります。

　学生には、最終的に英語で専門科目を学

ぶ「EMI（English	Medium	Instruction）」

を受講できるレベルまで到達してほしいで

す。その足がかりとして、「AWADE」をぜひ受

講してほしいですね。

近藤　実際のところ学生たちは、英語

を話すスキルが重要だという認識は

あると思うのですが、書くスキルについては

さほど重要視していない気がします。留学し

て初めて気づくケースも多いのではないで

しょうか。書く力があれば、ロジカルに話す

こともできるということをもっと理解してもら

う必要があると思います。

田中　そうですね。今年から、卒論は英語

にしましょうか（笑）。

英語はグローバルリーダーの
コミュニケーションツール

近藤　早稲田大学には、英語以外にも多

彩な言語科目が開講されていますね。

首藤　28という言語数は、東京外国語大

学に次ぐ多さではないでしょうか。登録者

数が少ないクラスもありますが、言語を学ぶ

ことは文化や国に敬意を払うことでもあり

ますので、学生のニーズがあれば継続して

います。

田中　国際ボランティアを経験した学生

が、その国の言語を学びたいと受講すること

も多いそうです。私たちが考えるグローバル

リーダーとは、世界中どこでも活躍できる人

材です。その国の言語はもちろん、世界のコ

ミュニケーションツールとしての英語もしっ

かりと身に付けて社会に羽ばたいていって

ほしい。進化し続ける早稲田の英語プログ

ラムを大いに活用していただきたいですね。

第三の言語を学ぶこと―

異文化を学ぶ
感受性を育む

政治経済学術院

室井禎之教授

　現在、早稲田大学では28の言語を学ぶことが
できます。この多様性の礎は、1960 〜1970年
代にかけて、語学教育研究所の尽力によって築
かれました。記録によると、最初に開講されたの
が1960年のポルトガル語、翌年に朝鮮語とイン
ドネシア語、さらにその翌年にイタリア語……と
続き、その後も立て続けに増えています。いずれ
も日本と関わりが深く、当時の社会情勢による関
心の高まりから学生の要請があり開講されまし
た。一方で、さまざまなバックグラウンドを持つ教
員の多様性も豊富な言語科目に寄与しています。
　日本語、英語に次ぐ、第三の言語を学ぶ意義
は、自国と世界のスタンダードとも言える英語圏

以外の価値観を知ることです。世界には多様な
文化や価値観があるという前提で物事を考える
感受性が身に付き、ダイバーシティへの理解にも
つながります。ちなみに私の専門であるドイツ語
に関して言えば、日本の近代化にドイツが果たし
てきた役割は大きく、現在の日本の源流のひと
つを学ぶ助けになるでしょう。
　今後も要請に応じて語学教育の充実を図っ
ていきたいと考えていますが、語学は教室だけ
で学ぶものではありません。基礎を身に付けた
後、自分で学ぶ手段は多くあります。多くの言語
の習得を通じて、視野がさらに広がることを期待
しています。
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北米

31人
アジア

47人

ヨーロッパ

50人

アフリカ

2人 オセアニア

10人
南米

2人

世界の
各地域から集まる
教員の人数

早稲田大学では、142人※の専任教員が語学以外にもさまざまな
専門分野を教えています。国際色豊かな教員たちから、
学生へ向けて母国語でメッセージを寄せてもらいました。
※助手を除く

世界を教える外国人教員

理工学術院

Todorka	
Alexandrova
准教授

担当	
Cryphotography,	
Linear	Algebra

好奇心を大切に、勉強し続けなさい。夢を
見続けなさい。そして、いつも笑顔で！

Бъдете любопитни, никога 
не спирайте да учите и 
мечтаете! Усмихвайте се!

理工学術院

Stephen	
Kanyiva准教授
担当	
化学、基礎化学、
有機化学

Chuo Kikuu cha Waseda ni 
moja ya vyuo vikuu bora 
kujifunza sayansi za juu 
duniani. Wafanyakazi wote 
wanakungojea!
早稲田大学は、世界の先端科学を学ぶに
は最高の大学の一つです。すべてのスタッ
フがあなたを待っています！

人間科学学術院

金群教授
担当
情報システム入門、
ヒューマン
コンピュータ
インタラクション

夢を持つだけでなく、夢を実現する力を磨
こう	―早稲田と共に世界へ進もう。

商学学術院

李洪茂教授
担当	
社会科学、経営学、商学

人類の歴史は、いろいろな争いを解決しながら、よりよい方向
に向かってきた。争いが終わった後のよりよい状況を想像して、
行動しよう。

인류역사는 크고 작은 다툼을 해결하면서 좋
은 방향으로 흘러 왔다. 다툼이 끝난 더욱 좋
아진 상황을 상상해서 행동하자.

文学学術院

Tania	Hossain教授
担当	 人文学、言語学、言語学

自分を知りたければ旅に出なさい。自らが持つ社会の境界を越え、その社会
をよくする手助けをしてくれます。自分自身を高めることもできる。旅はあなた
をグローバル市民に育ててくれるでしょう。

頭で感じて、心で考えよう！

Fühle mit dem Kopf, denke 
mit dem Herzen!

教育・総合科学学術院

Peter	Backhaus教授
担当	 社会言語学
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You'll be surprised 

by what you discover 

when you explain 

yourself in a different 

language!

他言語で自分を表現すると、
新しい発見があります！

法学学術院

Gaye Rowley教授

担当 人文学、文学、日本文学

Have you seen the 
movie “Arrival”?  
Knowing a 
different culture 
can open you up 
to new ways of 
seeing the world.

『メッセージ』という映 画
を観たことがありますか？
異なる文化を知ることで
新しい世界が開けます。

スポーツ科学術院

Lee Thompson教授

担当 
スポーツ社会学、スポーツ・メディア論

政治経済学術院

Marisa Kellam
准教授

担当
社会科学、政治学、
政治学

キャンパスで国際交流を深め、グローバルに考え、ローカルに行動
しよう。

Think globally and act locally 
by cultivating an international 
friendship on campus.

社会科学総合学術院

Tran Van Tho教授

担当 
社会科学、経済学、経済政策

世界で活躍できる人材は専門知識、教養、大局観と異文化交流能
力が必要。早稲田は100年以上前からそのような教育理念を持っ
た大学です。

Nhân tài trong thời đại mới ngoài tri thức chuyên 
môn phải am hiểu lịch sử, văn hóa, có tầm nhìn đại 
cuộc và có năng lực giao tiếp với người khác văn 
hóa. Waseda là đại học có truyền thống giáo dục 
theo hướng đó từ hơn 100 năm nay.

理工学術院

国吉Nilson教授

担当 物理化学、科学教育

Bem vindos a Waseda, um lugar 
cujo ambiente internacional 
permite-nos estar em contacto 
com muita gente de diversas 
culturas. Primeiramente, faço 
votos de que possam conhecer 
bem os japoneses e desfrutar 
da sua cultura.

早稲田の国際的環境で全世界の人と
関わりながら、日本人と日本の文化に
触れる機会も活用しよう！

文学学術院

Odile Dussud教授

担当 
フランス文学

Voyager, apprendre une langue étrangère : plaisir de 
découvrir des sensations inconnues, de comprendre de 
l’intérieur une pensée autre, mais aussi de renouveler 
son regard sur soi et son pays, à condition de rester 
toujours curieux et respectueux de l’altérité.

旅行や外国語を学ぶ楽しみ―あなたが他人や外国との違いに興
味や尊敬を抱くことができるならば―それは経験したことのない
感覚を発見したり、違う考え方を内部から深く知ること。自分自身、
自分の国に対しても新たな視点が見つかる。

国際学術院

Ken Soetanto教授

担当 
Motivational Education, Innovative leadership, 
Positive Psychology

その人物の偉大さは、苦労の多さに比例する。
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他大学に先駆けてきた
国際化の歴史

　早稲田大学は、1990年代半ばから国際
化を加速させ、日本の諸大学に先駆けた取
り組みを続けてきました。1991年のソビエ
ト連邦崩壊をきっかけとしたグローバル化
の流れを、94年に就任した当時の奥島孝
康総長が本学に取り入れ、強いリーダー
シップをもって推し進めました。98年には
大学院アジア太平洋研究科を創設し、英
語の授業のみで学位を取得できる本学初
のプログラムを実施。さらに海外の大学との
トップ交流を積極的に行い、当時ほんのわ
ずかだった海外協定校を在任期間中に約
150校にまで増やしました。シンガポール
国立大学やベルギー・ブリュッセル自由大
学など、現在本学にとって重要な協定校と
の関係は、この時期に構築されたのです。
国際化の方針は白井克彦前総長にも引き
継がれ、2004年には外国人留学生と日本
人学生が同じ環境の下、ほぼ全ての授業を
英語で学べる国際教養学部が創設されま
した。後に同学部は早稲田キャンパスの中
心部の11号館に移り、09年には新たに5学
部で英語学位プログラムが導入されまし
た。英語学位プログラムは今年度より文化
構想学部にも設置され、現在は7学部13研
究科で実施されています。現在、海外の大
学・機関と結んでいる協定の数は企業や大
使館等を含め779（91ヵ国）に上ります。こ
の体制と実績も評価され、2014年には文

部科学省から「スーパーグローバル大学創
成支援」トップ型に採択されました。

留学の足掛かりとなる
国際的なキャンパス

　協定校の増加、英語学位プログラム導入
などの取り組みは本学の国際化・グローバ
ル化を着実に進め、国籍や背景が多岐に
わたる多様な学生・教員がキャンパスに集
まりました。特に昨年度本学に在籍した外
国人学生の総数は約7,000人にまで増加し
ています。少人数で実践的な英語を学ぶ
Tutorial	Englishや、多様な国の第二、第三
外国語教育も併せて、キャンパスの国際化
はハード・ソフトともに日本の大学で一番進
んでいるといえます。学生は授業や課外活
動、国際ボランティアやインターンシップな
どを通して、外国人教職員・学生に出会い、
外国語や異文化と日常的に接することで、
異文化交流の経験を積むことができるで
しょう。
　ただ、本学の進める国際化は、学生に学
内での国際経験だけで満足してもらうため
のものではありません。2032年度までに全
学生の海外留学を目指している通り、本学
が考える最も重要な国際経験は海外留学
です。キャンパスで力を積んだ学生が留学
をして、帰国後もキャンパスで途切れること
なく世界を感じながら、留学経験を生かし
た学びを続けられる。そんな学生生活を
全学生に送ってもらうために、海外留学と

連続したものとして国際的なキャンパスが
あるのです。留学は、言語・文化・学業・人付
き合いを通して、日本にいたのでは体感で
きないホリスティックな経験ができます。こ
れまで留学を経験した学生を数多く見てき
ましたが、その一人ひとりが語学レベルはも
ちろん、人間としても大きく成長しています。
入学時まで海外経験が全くなかった「純
ジャパ」の学生も同様で、例えば国際教養
学部のある学生は、それまで海外経験はな
かったものの、英語と中国語を勉強し、北京
大学のダブルディグリー課程を修了しまし
た。別の学生は、英語とフランス語を勉強
し、4年間ずっと首席を取り続けて、卒業後
にフランスの高等師範学校に奨学金を与え
られ進学しました。そういった学生を見る度
に、学生の可能性は底知れないものだと感
じます。ですから、どの学部でも、海外経験
がなくても、自分の可能性を信じて国際経
験に挑戦してみてほしい。本学では留学生
との交流イベントから、留学に伴うスキル
アップや費用の支援まで、行く前も帰ってか
らも留学を生かせる環境・あらゆる機会を
取りそろえていますし、きっと挑戦に見合う
力がつくはずです。

これから求められるのは
「プルリリンガリズム」

　留学を含む国際的な学生生活は国際教
養学部を中心に確立されつつありますが、
本学がこれから目指すのは、この流れを全

早稲田大学	理事（国際担当）
国際学術院

森田典正教授

日常の学生生活から
豊かな国際性を養い
“地球市民”として生きる

interview
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早稲田大学が進めるキャンパスの
国際化の目的や、今後を見通して
目指すべき「真の国際化」について、
担当する理事や教員にお聞きしました。

世界で活躍する
人材を育てる

学生へと広めることです。スーパーグローバ
ル大学創成支援事業が進める国際競争
力・国際通用性の向上には、学生全員の国
際化が不可欠です。
　さらに一歩先を見通して、今後は母国語
と英語に加えて違う言語を習得する「プル
リリンガリズム（複言語主義）」を全学的に
推し進めたいと考えています。現在、学生の
留学先の半分以上は英語圏であり、特に
米国への留学は圧倒的に人気があります。
もちろん英語は世界の共通言語として大
切ですが、英語圏は世界の一部でしかあり
ません。これからは国を越える“国際化”
ではなく、地球全体として国の境がなくなる
“グローバル化”の時代であり、その中で求
められるのは、母語以外にふたつ以上の言
語を完璧でなくとも使用できるプルリリンガ
ルな人材です。そのため、私は今教えてい
る学生には非英語圏の大学での英語プロ
グラムへ留学することを勧めています。例え
ば、2013年からはASEANの6大学と国際
教養学部が連携し、母国語＋英語＋現地
語でコミュニケーションを取りながら学ぶ
「AIMS7	多言語・多文化共生プログラム」
をスタートさせました。英語プログラムは世
界の大学でのトレンドなので、同じような機
会は今後増えていくと思われます。国際経
験＝英語だけではなく、複数の言語や文化
の幅広い経験を積むことが、“地球市民”と
して生きる上で必ず役に立つでしょう。本
学ではプルリリンガルな教員や職員の充実
とともに、学生に挑戦を促していきたいと考
えています。

　国際教養学部は、国や文化の違う学生が共通の言語で共に学ぶ「国際」、
幅広い分野の授業の中から自分の専攻を見出していく「教養」というふたつ
の柱をもつ学部です。大きな特色といえるのは、国籍や育った環境、さまざま
な文化的背景をもった多様な学生が机を並べ、同じように多様な教員の下で
学んでいること、そして2004年の創設以来、99%の授業を英語で行っている
ことです。同学年の3分の1は外国人留学生で、毎年250人の単年度留学生も
あわせれば、割合はさらに大きくなります。学生の多様性を生かすため、授業
は少人数で参加型のものが多く、文化や考え方の違う人と直接意見を交わす
機会が豊富に用意されています。
　ときには、政治的に緊張関係にある国同士の留学生が、授業中のディス
カッションで衝突することもあります。しかし、その経験こそが本当の意味で
の国際化ではないでしょうか。国の境界が薄れ、国籍に大きな意味がなくな

りつつある現代では、自分と異なる他者への理解と共存について常に考える

必要があるからです。本学部では、誰でも自由に発言できる自由な雰囲気の

下で、集まった全ての学生が真の国際化、生きた国際コミュニケーションを学

ぶことができています。日本に住んでいるとなかなか気付けないことですが、

留学生は「日本の大学では誰でも自由に発言させてくれるんだ」と驚き、そこ

に大きな魅力を感じてくれているのです。

　日常的に留学生と交流できる環境は、日本人学生にも良い影響を与えてい

ます。日本や本学に期待して留学し、授業や課外活動に意欲的に取り組む留

学生と接することは大きな刺激になりますし、異文化と接することで自分が

無意識に持っていた価値観も見えてきます。互いに刺激し合い、モチベーショ

ンを高められる環境にいるため、本学部の学生は学内外で勉学、芸術、交流

活動に参加して国際性を養い、世界中に幅広い人脈を作っています。

　良い影響が受けられるのは、本学部の学生に限りません。留学生は、学内

の交流イベントやグローバルエデュケーションセンター提供科目、学生寮、

サークルなどを利用して他学部の学生とも交流しており、異文化に触れる機
会は全学生に用意されています。異文化交流という言葉に壁を感じてしまう
学生の皆さんもいるかもしれませんが、その壁は自分が作り出しているに過ぎ
ないもの。ぜひどの学部の学生も、日本語による日本人だけの環境にとどまら
ず、より挑戦的な環境を求め、活用してほしい。語学に自信がなくても、まずは
留学生に声を掛け、イベントや授業、そして留学へと、もっと“Ambitious”に
なって挑戦することで自然と国際性は磨かれていきます。
　時代に合わせ、国際教養学部は今も進歩を続けています。母国語と英語だ
けでなく、第3、第4の言語を使えることは、世界を舞台に活躍するうえで武器
になる。そのため非英語圏への留学プログラムや、プルリリンガルな教員の充
実も図っています。一方、留学生の期待に応える授業内容や制度、サポートの
向上にも引き続き取り組みます。留学生も日本人学生も多言語を習得できる
ような教育環境を整え、グローバルスタンダードなプログラムを提供していく
つもりです。

国際教養学部長

PINNINGTON, Adrian J. 教授

真の
国際教養とは？
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あかつか・みちる
東京都出身。2015年早稲田大学文学部に入学。
歴史と美術に興味があり、両方が学べる美術史
コースへ進んだ。趣味は美術館巡りで、中でも
国立新美術館がお気に入り。サークルは古美
術研究会に所属する。現在、障がい学生支援室
では約100人の学生が支援者として活動して
おり、赤塚さんは週に3コマほど授業の支援に
入っている。

赤塚みちるさん
文学部美術史コース	3年

早稲田大学障がい学生支援室に

支援者として登録し、障がい学生

の支援活動に携わる赤塚みちるさん。

耳が不自由な学生の代わりに講義の内

容を記録するノートテイクや、車いすを利

用している学生の移動補助などを中心

に障がい学生を支援する。

　支援室を知ったきっかけは、入学前に

偶然目にしたキャリアセンターが発行す

るパンフレットだった。障がいのある近

親者と共に暮らし、支援の大切さを身近

に感じていた赤塚さん。「一番身近な困っ

ている人を助けたい。学内でそれができ

たら、と思いました」。それまで集団での

行動が多かった彼女にとって、ひとりで活

動に参加することは今までにない“挑戦”

だった。

　支援者として講習を受け、入学後は

すぐにノートテイクを任されたが、「まだ

大学に慣れていなかったこともあって、

十分な支援ができたとは思えませんで

した」と話す。障がい学生に応じて他学

部の講義にも参加するが、自分の専門と

は違う講義内容にノートテイクが満足に

できないこともあった。奮闘する赤塚さ

んを支えたのは、障がい学生からの感

謝の言葉。「自分が納得のいく支援がで

きなくても、『いてくれるだけで助かる』、

『ありがとう』と声をかけてもらえて、本当

にうれしかった」。その言葉を励みに活

動を続けると、自分にできる支援の幅が

少しずつ広がった。できることが増える

と、学生生活の行動の幅も広がった。他

大学提供科目に興味を持ち、今春から

は武蔵野美術大学の授業を履修してい

る。勇気を出してたったひとりで飛び込

んだ授業は、大好きな美術に囲まれ充実

した環境だ。「何事にも勇気を出して挑

戦することが大切。それを教えてくれた

のは、障がい学生でした。入学する時、不

安はあったけれど、勇気を出して支援活

動を始めて本当に良かったです」

　赤塚さんは、「障がい学生の支援に必

要なことは、特別な能力ではなく、人を

思いやる心だと思います」と語る。直接

的な支援でなくても、「歩きスマホ」は危

険だからしない、車いすを使っている人

がいたらエレベーターを譲るといった、

一人ひとりの小さな行動が、誰もが過ご

しやすいキャンパスづくりに大切なこと

だという。

　今後はさらなる支援のスキルアップと

ともに、障がい学生とコミュニケーション

を取って、より一層の信頼関係を築くこ

とを目指す。いま実感しているのは「私は

障がい学生を支援する立場だけれど、同

時に支援室や障がい学生、先生方や学

生たちに支えられる立場でもある」とい

う赤塚さん。「卒業後も、誰かの支えにな

りたい気持ちは変わらない。さまざまな

企業や団体の中で、この思いを実現でき

る仕事ができたらいいなと考えています」

学生生活を通して得た視点や能力を生かし、最前線で活躍する学生と校友を紹介します。

今回は文学部3年の赤塚みちるさんと、株式会社上毛新聞社の和田亮介さんに、

大学での学びや経験、社会とのつながりを語っていただきました。

挑 戦 者 た ちRising Star

Snap Shot

障がい学生支援室にて、支援室のメンバーと
（赤塚さんは左から3番目）

思いやりの心で
誰もが過ごしやすい
キャンパスに
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経済分野の取材を担当する群馬

県・上毛新聞社の記者・和田亮介

さんは、同県出身の“Uターン就職者”だ。

取材記者、広告営業や記事のレイアウト

などさまざまな仕事を経験して12年。

「働き始めた時には『いずれはまた地元

を離れる』と考えていたくらいなので、

やってみないとわからないことばかりで

すね」と振り返る。

　もともとマスコミの仕事に興味を持っ

ていた和田さんは、「全国から学生が集ま

る大学で、自由に幅広い分野を学びたい」

と社会科学部に入学した。国際関係論

のゼミで北朝鮮を専門に研究し、国際政

治を学ぶ学生が集まる「十大学合同セ

ミナー」では、住む土地や学校の違う多

様な学生と意見を交わした。ゼミ担当の

大畠英樹教授（当時）に教わった「みん

なが左を向いているときに、右を向く勇気

を持て」という言葉は「大衆の意見や感

情に流されないという意味で、今でも仕事

のスタンスとして心に留めている」という。

　マスコミ志望をはっきりと意識したの

は、就職活動の終盤。あるメーカーから内

定をもらった時に「これでいいのか？」と

立ち止まった。「好奇心の強い私には、毎

日違う仕事をするマスコミの仕事の方が

合っている。より自分がやりたいことに挑

戦しようと思いました」。大学にもう1年と

どまることを決め、マスコミへの就職を目

指して就職活動をやり直した。その翌年、

唯一の地方企業として志望した上毛新

聞社に見事内定。「上京した時とは違い、

今、地元に戻ったら新たな発見ができる

かもしれない」と、Uターン就職を決めた。

　勝手知ったる故郷だと思っていた群

馬県は、取材してみると知らないことば

かり。地元高校野球部の甲子園出場や、

東日本大震災の被害、取材する度に新

しい発見があった。一方で、「早稲田での

経験があったから、群馬県のことを、地元

でありながらよそ者の視点でも俯瞰でき

るようになった」と和田さん。一度故郷

を離れ、大学で出会った多様な友人か

ら他の地域の話を聞いたことで視野が

広がったからだ。「『地元紙だから郷土

愛一色』というのではなく、外からの視

点を入れなければ、読者が求める質の

高い記事にはならない。そこに自分の経

験が役立つということも、Uターン就職し

て初めてわかりました」

　働くうちに、入社当初の「また地元を

離れる」という思いは薄れ、今や「群馬

を拠点に仕事を続けたい」と望むまでに

なった。「未来はやってみないとわからな

い。だからこれからも、今、夢中になれる

ことにフォーカスしたいです。今は、群馬

を拠点に、読者にとって求められる新聞

の形を追求すること。夢中ならば自然と

力を尽くせるし、何より楽しいですよね」

Snap Shot

「十大学合同セミナー」にて。他大学の学生とも意見を交わし、
共同論文を作成した（写真中央が和田さん）

わだ・りょうすけ
2005年社会科学部卒業。同年、株式会社上毛
新聞社入社。広告局で広告営業、広告執筆を経
験後、2009年に編集局運動部。太田支局、編集
部を経て、2017年から現職。2児の父で、休日は
長男が今年始めたラグビーの練習についていく。
故郷での子育ては「豊かな自然と親族の存在が
あるので、家族にとって最適な環境。戻ってきて
よかったと思う最大のポイントでもあります」

和田亮介さん
上毛新聞社
編集局報道部

今の「好き」を大切に。
その積み重ねが
未来をつくる 



（上）Floatio：アニマシー知覚に基づく浮遊タンジブルユー
ザインターフェース（右中）人体を伝送路としたアクティブ
音響センシングによるハンドジェスチャ及びタッチの認識
（右下）PhotoJammer：ローリングシャッター現象を用い
て写真を部分的に欠損させる照明システム（下中）イチ
リーーーーーンシャ（下左）「植物が持つシステマティクな
英知を工学システムに実装することに関心がある」と語る
橋田准教授

14

ありうるかもしれない
モノ・コトを具現化する



局所的な消去

発色による情報の加筆

Hand-rewritingのシステム概要

2009年、研究者として
の仕事を得るために結
成した東京大学の女
性博士研究者によるエ
ンジニアリング・サロン
「CHORDxxCODE」。エス
テのIT化の調査研究や
企業の女性社員向けの
ワークショップなどを実
施。近々再結成の予定。

CHORDxxCODE
パンフレット
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Professor

橋田朋子	
理工学術院准教授

はしだ・ともこ
2003年東京藝術大学音楽学部楽理科卒。2009年
東京大学大学院博士（学際情報学）取得、日本学
術振興会特別研究員DC1、東京大学（IML	2008-
2011、情報理工学系研究科	2011-2013）特任研
究員を経て、2013年に早稲田大学理工学術院
（基幹理工学部表現工学科）専任講師。2015年よ
り現職。

※		ハンドヘルドプリンター：インクの噴射口を直接物体に
あて、文字などを印刷できる手持ちのプリンター

もともと音楽大学に進学した私は、

人によって、同じ物理量を聴いて

も心理量（知覚される音）が異なること

に興味を持ち、人の潜在的な音楽能力

について調べたい・その能力を生かした

道具を作りたいと考えるようになりまし

た。それが私の研究の原点です。大学

院は、心理学と工学の二つの研究室に

入り、心理物理実験と新しい音楽インタ

フェース制作に取り組みました。さらに、

研究対象を人の能力だけでなく、人工

物や自然物がもつ機能や物理特性にも

広げ、ありうるかもしれないモノ・コトの

具現化、すなわち、潜在的な可能性を見

せるための道具を作ってきました。

　私の代表作に「Hand-rewriting」が

あります。コンピューターのように、紙の上

で情報を書き換えることはできないか？

という発想をもとに具現化しました。紙

面上で、人の手描きとコンピューターに

よる描画を融合する技術で、手描きの自

動消去や発色による加筆を可能とする

システムです。紫外線に反応して発色する

機能性材料を紙に塗布し、紫外線を局

所的に照射できるプロジェクターを作り、

形にしました（下記「Hand-rewritingの

システム概要」参照）。この道具は、紙と

いう道具や手描きという行為の新たな

可能性を開く未来のツールと言えるかも

しれません。

　ありうるかもしれないモノ・コトを具

現化する方法は4つあると考えています。

1つ目は、モノの優れた機能や特性を従

来とは別の文脈で生かす方法です。例

えばiPhoneの3Dタッチ機能は、本来は

人の手による押し込み量を計測します

が、見方を変えれば重量の計測に使うこ

ともできます。2つ目は、モノの機能や特

性に新たな制御を加えることで、別の用

途に活用する方法です。例えば、松ぼっく

りが湿度によって鱗片を開閉させる機能

に着目して湿度の提示・制御を工夫する

ことで、「関節」や「バネ」といった機械要

素を自然素材で実現するツールを検討し

ています。3つ目は、人が何かを別のものに

見立ててしまうという習性に着目し、見立

てたものの機能を技術で実現する方法

です。例えば、ハンドヘルドプリンター※の

使用風景は、ペンで書いている動作に

見立ててしまうことがあります。そこで、

手描きが文字を太くしたり、大きくしたり

できるように、ハンドヘルドプリンターを

持つ手の動きを反映し、印刷文字の太

さや種類を変化させる機能を実現しま

した。4つ目は既存の関係性、例えばモノ

と人の関係を変える方法です。2016年

には研究室作品展として、人と機械の

関係性を変えることをテーマに、東京デ

ザインウイーク2016で、「HELLO	HUMAN	

GOOD-BYE	HUMAN—機械から始まる

インタラクション」展を開催しました。

　理工学部であっても作品を作り展示

を目指す理由は、技術を魅力的な形に

具現化し、見て楽しいものにすることで、

広く社会に問題提起するためです。一方、

私たちは学会や論文に代表されるよう

に、技術の仕組みを文章化して他人に説

明し、再現を可能にするという活動も両

立して行うように意識しています。

　私たちが作る道具たちは、ありうるか

もしれないモノ・コトを具現化するために

材料を探すというトップダウンと、新しい

材料の特性から何かできないかを探す

ボトムアップの両方の発想から生み出し

ます。いずれにしても膨大なインプット、実

際に手を動かすことなくして生まれませ

ん。学生たちは論文作成と展示作品の

制作を通して、技術力と表現力を両方と

も持ち合わせた人材として成長していま

す。これからも柔軟な発想で、楽しみなが

ら探求を続けていきたいですね。未来を

もっと面白くするために。

社会に貢献する最新の

研究についてお話を聞きました。

研  究
最  前  線

Frontline Of The Study
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第 二 世 紀 へ の
メ ッ セ ー ジ
M e s s a g e  t o  t h e  n e x t  g e n e r a t i o n

早稲田大学にゆかりのある方に、早稲田の魅力や目指すべき姿を語っていただきます。

今回は、早稲田大学を卒業後、音楽大学で学び、指揮者として活躍している岩村力さんに、

大学時代の思い出や大学に期待することをお聞きしました。

岩村　力さん
指揮者

多様な価値観が集まる
大学だからこそ、
平和で豊かな社会のために
メッセージの発信を

―早稲田大学理工学部を卒業後、音

楽大学に進学されましたが、どのような

経緯で指揮者を志したのでしょうか。　

　声楽家である母が合唱団の指導をし

ている関係で、幼い頃から音楽が身近

にありました。小学校の卒業文集では

「管弦楽の指揮者になりたい」と宣言し

ています。高校卒業後は音楽大学に進

学しようと思っていたのですが、母から

「指揮者になりたいのなら音楽以外にも

視野を広げたほうがいい」と助言を受け、

音楽の次に関心があった電気関係の学

科で学ぶことにしました。当初の計画通

り、早稲田を卒業する年に桐朋学園大学

音楽学部を受験したのですが、子どもの

頃から吹いていたクラリネットで演奏学

科に入り、ホルン科に転科して卒業。さら

に研究科で指揮を専攻しました。8年間

在籍し、卒業したときには32歳になって

いました。

―早稲田での学生時代、印象に残っ

ていることは何ですか。

　情報工学系の研究室に所属し、徹夜

で実験をしたり、レポートを書いたりと

多忙な日々を送っていました。卒業後に

音楽大学に行くことは決心していたの

で、教授陣には、大学院にも進学せず

就職もしない変な学生だと噂になって

いたらしいです。今でも覚えているのは、

単位取得が難しい「回路理論」の点数

がぎりぎりで、研究室に呼ばれて教授と

面談をしたときのこと。雑談になり、音

楽の道を志していることを話すと「あ

なたでしたか！」と話が盛り上がり、コ

ンサートに来るお客様に素敵な音楽を

提供する音楽家になることを約束して、

で豊かな人間社会の礎になると信じて

います。

　また、クラシックのコンサートでは、耳

を澄まして音楽を聴きます。騒々しい普

段の生活では、耳を澄ますことってそう

なかったりしますよね。古代ギリシャの

哲学者ゼノンが「自然は人間に1枚の舌

と2つの耳を与えた。だから人間は、話

すことの2倍聞かなければならない」と

言うように、耳を澄ますという行為は、相

手の言葉に耳を傾けることにも通じる

のではないかと考えています。

―学生や若者に伝えたいアドバイスを

お聞かせください。

　若いうちは特に、異なるジャンルへ視

野を広げることが大切です。私も音楽の

道に入る前にまったく違う分野を学んだ

ことで、思考回路に良い影響が与えられ

たと思っています。早稲田大学には多様

なジャンルを志す仲間がいます。人付き

合いを通じて、さまざまな分野を見聞き

することが、将来の活躍の幅を広げるの

ではないでしょうか。

―今後、どのような指揮者を目指して

いますか。

その場で単位をいただきました（笑）。

理工学部4年間の体験を通して、昼夜

を問わずに研究に勤しんでいる人がい

て、この社会が成り立っているんだと実

感しています。

―子ども向けのファミリーコンサート

など、次世代に向けた活動も多いです

が、どのような思いで取り組んでいらっ

しゃいますか。

　オーケストラの活動には、大きく分けて

コンサートとアウトリーチがありますが、

私が現在レジデント・コンダクターを務

めている兵庫芸術文化センター管弦楽

団では、次世代向けのアウトリーチに積

極的に取り組んでいます。また、本拠地

西宮での「わくわくオーケストラ教室」

は12年目に入りました。私は司会も務め

ているのですが、いつも子どもたちに、

オーケストラの団員は、お互いの音を聴

き合い、気持ちを合わせてひとつの音

楽をつくっているということを話します。

そして演奏する姿から、相手を思いやる

ことや協調性の大切さなどを感じても

らいたいと考えています。こうした活動

は、効果がすぐに出ないと言われがちか

もしれませんが、長い目で見れば、平和

視野を広げるため
音大の前に早稲田へ

オーケストラから学ぶ
思いやりや協調性

目の前の学生たちに
充実した毎日を



17

　また、指揮者として年を重ねることが

楽しみで仕方ありません。同じ本を読ん

でも年齢によって感じ方が異なるよう

に、曲に対する感じ方も変わります。元

気に長生きして、音楽に触れ続けていた

いと願っています。

―早稲田大学に期待することをお聞

かせください。

　ひとつは、毎日、キャンパスに活力が

溢れていることです。未来を語ることも

大切ですが、目の前の学生がいきいきし

ていて、充実した毎日を重ねているかど

うかが、大学の力を高める最も重要なこ

とではないでしょうか。

　もうひとつは、社会への還元です。優

秀な学生を輩出することはもちろん、世

界に向けて早稲田大学のメッセージを

発信していくことに期待しています。多

様な価値観を持った人材が集まり、パ

ワーに満ちた早稲田大学だからこそ、豊

かな社会を実現するために発信できる

ことがあると思います。

　以前は、なるべく多くのオーケストラ

でタクトを振り、奏者全員に慕われる存

在でありたいと思っていましたが、そも

そも全ての人間と相性が合うということ

はありませんし、最近は、それが第一の

目標ではないと思うようになりました。

指揮者としてなすべきことは、スコアを

通して作曲家と対話し、曲のイメージを

演奏家に伝える“媒体”になることです。

指揮台には、指揮者の存在感より、音楽

そのものや作曲家が見えているという

状態が理想です。

Profile

いわむら・ちから
早稲田大学理工学部電子通信学科、および桐朋学園大学演奏学科を
卒業。マスタープレイヤーズ指揮者コンクール優勝、グゼッラ国際指揮者
コンクール第2位など数多くのコンクールに入賞。	95・97年フェラーラ
市立歌劇場の招待を受け、クラウディオ・アバド氏のもとで研鑚を積んだほ

か、シャルル・デュトワ、チョン・ミョンフン、
ジャン・フルネ、イヴァン・フィッシャーなど
のアシスタントを数多く務め、国際的に
活躍の場を広げている。2000 〜 07年
NHK交響楽団アシスタントコンダクター
を経て、2010年より兵庫芸術文化セン
ター管弦楽団レジデント・コンダクター。
2015年、兵庫県功労者表彰（文化功労）
受賞。
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書庫 書庫

閲覧室

オープン・エア・
コモンズ

ラーニング・コモンズ

自然を取り込み地域とつながる図書館

　所沢キャンパスのちょうど中心に位置

する所沢図書館は、1987年の人間科学

部設置とともに開館しました。以来、書籍

や資料などの学術情報資源の提供、学

習環境の整備によって、教員や学生の

研究・学習を支援してきました。緑に囲

まれている立地を生かして、学習の合間

にリラックスできるスペースをつくったり、

大きな窓で自然の風景を取り込むなど、

館内には至るところに所沢の魅力を生

かした空間づくりがされています。また、

日頃から本学への温かいご理解をいた

だいている近隣市民（所沢・飯能・入間・

日高・狭山）の方々には、地域貢献の役

割を担うために図書館を閲覧利用して

いただいています。今年5月からは乳幼

児の同伴入館が可能となり、より多様

な学生・教員・住民の方々が利用できる

ようになりました。

長時間過ごしたくなる

“滞在型図書館”を目指して

　開館30周年となる今年4月、早稲田

大学図書館では初となる「ラーニング・コ

モンズ」をオープンしました。ラーニング・

コモンズは「Waseda	Vision	150」で掲

げる「対話型、問題発見・解決型教育」の

ための新しい図書館づくりの一環として、

①所沢キャンパスで最もグローバルなエ

リア	②課題解決型の学習が可能なエリ

ア	③長時間居たくなるエリア	というコ

ンセプトの下に、従来のAV資料コーナー

や書架スペースを圧縮してつくりました。

ちなみに、北米を中心とした世界では、

資料をずらりとそろえただけの従来型の

図書館から、資料をペーパーレス化し、

所沢図書館では、2017年4月に学生の主体的な学びをサポートするスペース

「ラーニング・コモンズ」を設置し、個人からグループまで

学習の目的に合わせて利用できる環境を整備しました。

開館30周年を迎えた所沢図書館の取り組みや、図書館が目指す姿について伺いました。

人が集い学び合う“場”としての図書館へ

所
沢
図
書
館

E v o l v i n g  u n i v e r s i t y

す る 大 学
進 化

所沢図書館	課長

小川　渡

おがわ・わたり
1990年4月早稲田大学入職。商
学研究図書室、理工学図書室な
どを経て、2015年6月より現職。

ラーニング・
コモンズ
案内図

所沢図書館 全体図

❶

❶ 個人学習エリア

❷ リラックス・エリア ❸ グループ学習エリア

❸
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を提供することも、学習の質の向上に貢

献できると考えています。

所沢独自のサービスで

自律的な人材を育成する

　ラーニング・コモンズを設置してから

半年経ちましたが、グループ学習エリア

の予約は順調に入っています。学生がLA

に気軽に相談する姿も見られ、概ねうま

く活用され始めたとみています。図書館

全体の来館者数も、今年4月〜7月は約

4万5千人と、昨年同期の4万2千人を3千

人上回っており、新たな取り組みの成果

だと捉えています。今後の課題としては、

利用状況やニーズを詳しく調査するこ

と、LAの調整や相談への対応能力の向

上などがあります。引き続き、学生のより

効果的な学習につながる方策を検討し

てまいります。

　また、所沢キャンパスの優位性を強調

して、所沢独自のサービスを展開していく

つもりです。今回新設されたラーニング・

コモンズを利用した展示会やオープンゼ

ミなど、館員の中では既に具体的なアイ

デアが出ており、一つでも多く実現させ

たい。それによって学生の意欲を刺激し、

学びのために工夫する自律性のある人

材の育成に貢献していきたいと考えてい

ます。

探して参照したりすることで、学習効果

の向上が期待できます。

　もうひとつは、人的リソースを使ったソ

フト面のサービスができることです。ラー

ニング・コモンズ内に設置したサポート・

エリアでは、ライティングセンター、グロー

バルエデュケーションセンター、キャリア

センターのスタッフが定期的に相談コー

ナーを開いています。さらに、このエリア

には大学院生によるラーニング・アシスタ

ント（LA）も配置。毎日の授業に付随す

るようなアカデミックな質問から資格試

験の勉強方法まで、学生生活全般にお

ける“よろず相談”に乗っています。プロ

ジェクターやホワイトボードなどハード面

の完備に加え、学生にとって身近な存

在である図書館でソフト面のサービス

空いたスペースを利用者の学習・交流活

動に活用してもらう“場”としての図書館

へ移行する潮流があります。所沢図書館

も、ひとりでの調べ物からゼミのプレゼ

ンテーションの練習にまで活用でき、学

生が長時間居たくなるような“場”として

の図書館を目指しています。

　ラーニング・コモンズ自体は、学内では

「W Space」をはじめとした先行事例も

ありますが、所沢では図書館の特性を生

かすことで、新しい魅力を生んでいます。

ひとつは、従来の書架・閲覧スペースとグ

ループ学習のスペースを隣接させること

で、個人学習とグループ学習の相乗効果

を狙うこと。ゼミの仲間同士で勉強する

前後に個人で予習・復習をしたり、グルー

プ学習中に近くの書架から原典資料を

大学生活は、わからないことだらけだと思います。特に、レポートや論文なんて、どこから手
をつければよいかもわからないですよね。そんなとき、自分ひとりで考えることも必要です
が、誰かに聞いてみることも重要な経験になると思います。私たちラーニング・アシスタント
は、そのためにいます。ぜひ、気軽に相談できる先輩としてラーニング・アシスタントを利用
してもらえるとうれしいです。レポートだけではなく、進路や演習の不安など、どんな話題で
も構いません。お待ちしています！

大学院
人間科学研究科 
修士2年
谷貝祐介さん

ラーニング・アシスタントの声

オープン・エア・コモンズ

❸ ❻

❷

❺

❹

❺ プレゼンテーション・エリア❹ オープン・エリア ❻ サポート・エリア

展示会などの
イベントに
利用することも
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Student 在 校 生News Report
大 学 の 今 を 知 る

7月 J u l y

理工学術院・川西哲也教授が世界で初
めて多数の光信号を同時に電気信号に
変換する高速集積型受光素子を開発
	 ➡P23 Pick Up

9 / 1 5R

パラオ共和国大統領のレメンゲサウ氏
が本学を訪問

9 / 1 6U

「第六回早稲田大学坪内逍遙大賞」を
発表	 ➡P22 Pick Up

1 0 / 2U

9月卒業式、大学院学位授与式を開催
9 / 1 6U

9月入学式を挙行
9 / 2 3U

第6回「2017	早稲田スポーツフェスタ
in東伏見」を開催	 ➡P25 Pick Up

9 / 1 8A

理工学術院・奥乃博教授らが複雑な配
管内の情報を正確な地図として自動生
成するヘビ型ロボットを開発
	 ➡P24 Pick Up

8 / 2 9R

理工学術院・片岡淳教授ら研究グルー
プが直径100	ｍの気球で天体からの
硬X線の偏光情報を世界初検出

8 / 1 0R

オープンキャンパスを開催
	 ➡P21 Pick Up

8 / 5 - 6U

スポーツ科学部3年の渡辺一平選手が
鎌田薫総長へ第17回世界水泳選手権
でのメダル獲得を報告	 ➡P25 Pick Up

8 / 4A

「第30回ユニラブ
（University	Laboratory）」を開催

➡P3 Headlines

8 / 8A

早稲田大学を中心に国内外の産学官
24機関が参画、12機関が連携し、AI・
IoT・ビッグデータ・セキュリティ人材育成
を目指すコンソーシアムが採択
	 ➡P23 Pick Up

8 / 2 2R

「Beyond	2020	NEXT	PROJECT」を開催
	 ➡P22 Pick Up

8 / 1 8U

鎌田薫総長が日中国交正常化45周年
記念行事「日中大学生千人交流大会」
に出席	 ➡P21 Pick Up

8 / 2 9U

「第20回おもしろ科学実験教室	in	鴨
川」を開催

8 / 2 3A

理工学術院の柴田高範教授らが市販
品試薬からわずか2工程でできるらせん
状低分子有機化合物の合成法を開発
	 ➡P24 Pick Up

7 / 11R

英国のボリス・ジョンソン外相が本学の
ロボット開発を視察

7 / 2 0U

「東京医科歯科大学—早稲田大学連
携ワークショップ」を開催

7 / 1 2A

「第20回おもしろ科学実験教室	in	軽
井沢」を開催

7 / 2 2A

早稲田実業初等部の夏休み課外実習
「親子で学ぶ創立者大隈重信と故郷
佐賀」早稲田大学編を実施

7 / 3 1A

「Hello!WASEDA	プロジェクト」を開催
7 / 2 9A

「親子で探検エンパクツアー」を開催
7 / 3 1・8 / 2A

「アカデミックリーダーセミナー」を開催
	 ➡P24 Pick Up

8 / 1R

8月 A u g u s t

9月 S e p t e m b e r

スポーツに関する取り組みが大学スポー
ツ振興の推進事業に選定
	 ➡P23 Pick Up

9 / 1 5U

国際的研究力強化に向け	新「理工学
術院総合研究所」がスタート

9 / 2 1U

「早稲田文化芸術週間2017」を開催
	 ➡P25 Pick Up

1 0 / 9 - 2 1A

O c t o b e r1 0月

軟式庭球部（男子）が全日本大学対
抗選手権6連覇達成

8 / 6A

ボン大学学長	ミヒャエル・ホッホ氏へ
名誉博士号を贈呈

1 0 / 9U「アジア学生交流環境フォーラム（ASEP）」
を開催	 ➡P21 Pick Up

8 / 2 - 6U
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持続可能な社会に向けて

第6回「アジア学生交流環境フォーラム」

　8月2日からの5日間、持続可能な社

会に向け若者たちが学び、考える「アジ

ア学生交流環境フォーラム（ASEP）」が

開講。本年度は「生物多様性と再生」

をテーマに、中国、韓国、ベトナム、マレー

シア、カンボジア、インドネシア、タイから

と本学の学生64人が参

加しました。

　フィールドワークは主

に東日本大震災の被災

地で行われ、地域再生の

方法、生物の多様性と人

間生活との関係などを学

びました。また、熊本で被

災した高校生との意見

交換の場が設けられ、辛

い経験をしながらもそれを伝える活

動に積極的な現地の生徒たちに各国

の学生からも改めてエールが送られ

ました。

　最終日の成果発表では「生物多様

性と再生」について独自の提言を行い、

自然環境や地域が抱える問題は国に

よってさまざまですが、各国が手を取り

協力しなければひとつの地球を守るこ

とができないこと、環境保全や災害対

策は多方面から切り込むべき問題で

あることなどを、再認識する場となりま

した。イオン環境財団主催。持続可能な社会に向け若者たちが学び、考える

65,000人が「ワセダの今」を体感

オープンキャンパス2017

　8月5日、6日、26日の3日間にわたり、

2017年度のオープンキャンパス（5日、6

日：早稲田・戸山・西早稲田・TWIns／

26日：所沢）が開催され、計65,242人

の来場がありました※。大学全体説明

のほか、各学部による特別企画・模擬

授業・個別相談・研究室紹介など、早稲

田での学びを体感できる多くのプログラ

ムが用意され、「こうはいナビ」や「学生

参画運営委員会（SPEC）」をはじめ

とした学生団体による企画は、現役

学生が早稲田の魅力を熱く語り、毎

回立ち見が出るほど大盛況でした。

また、応援部や学生サークルによる

パフォーマンスでは、来場者に全力

でエールが送られ、春の再会を誓い

合いました。

※	7月に行われたオープンキャンパス	in	仙台・
大阪・広島・福岡の各会場を加えると計
67,282人が来場

（左上）開場前の早稲田キャンパス正門前

（右上）模擬授業で志望学部の学びを体感

（左下）早稲田の魅力を熱く語る現役学生

（右下）応援部による大迫力のスペシャルステージ
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News Report
大 学 の 今 を 知 る

　8月18日、「TOKYO創業ステーション	

STARTUP	HUB	TOKYO」にて、WASEDA	

EDGE-NEXT（早稲田次世代アントレプ

レナー育成事業）参加学生が企画・運

営する起業イベント「Beyond	2020	

NEXT	PROJECT」が開催されました。

起業を志す学生が一堂に会し共に学

び合うことで、起業人脈形成を促進し、

日本の将来に貢献する人材の育成を

目指します。当日の参加者は70人を超

え、会場は活気であふれました。

　第1部では、株式会社メディアフラッ

グ・福井康夫代表取締役社長、Kカンパ

ニー株式会社・喜多埜裕明代表取締役

社長、ビットバンク株式会社・廣末紀之

代表取締役CEOによる参加型の講義

が行われ、第2部では、株式会社エアー

クローゼット・天沼聰代表取締役社長、

ispace	inc.・袴田武史Founder	&	CEO

による特別講義、第3部では	TOKYO	FM	

の ｢JAPAN	MOVE	UP｣公開収録として、

株式会社ヘッドライン・一木広治代表

取締役社長が ｢Beyond	2020｣をテー

マに熱く語りました。

起業家マインドを持つ学生ら、東京に集結！

「Beyond 2020 NEXT PROJECT」キックオフ

学生と講師がインタラクティブに
やり取りを行いながら講義

　10月2日、早稲田大学にて第六回早

稲田大学坪内逍遙大賞の受賞者発表

記者会見が行われ、大賞を柴田元幸

氏、奨励賞をアーサー・ビナード氏がそ

れぞれ受賞しました。柴田氏は記者会

見にて「明治時代、日本にまだシェイ

クスピアの和訳がなく作品研究の進

んでいなかった時期に作品の全訳を

し、読みごたえある日本語にした坪内

逍遙は翻訳者として偉業を成し遂げ

た。その坪内逍遙の名を冠した賞の

受賞は大変うれしい。これまでの5人の

受賞者は村上春樹さん・多和田葉子

さん・野田秀樹さん・小川洋子さん・

伊藤比呂美さんと、国際的にも活躍し

クリエイトしている方々。その中に翻訳

者である自分が加わることは、自分に

限らず翻訳者という存在の必要性が

認められたのだと思っている」と述べま

した。

大賞に柴田元幸氏、奨励賞にアーサー・ビナード氏が決定

第六回早稲田大学坪内逍遙大賞が発表

第六回早稲田大学坪内逍遙大賞を受賞した
柴田元幸氏

日中それぞれの大学から学生も参加

鎌田総長が
「日中大学生千人交流大会」
に出席

　日中国交正常化45周年の節目に、北

京大学に日本と中国の大学からそれぞ

れ500名、計1,000名の学生が集まり、

「日中大学生千人交流大会」が開催。日

本側の代表として鎌田薫総長も出席し、

中華人民共和国国務院の劉延東副総

理と面会しました。

　本学は1982年に北京大学と大学間

協定を締結後、連携を深めてきました。

2017年5月時点で、3,283名の中国人留

学生が本学で学んでいます。また北京

大学とは2005年よりダブル・ディグリー

プログラムも実施しており、これまでに延

べ200名以上の学生を相互派遣してき

ました。鎌田総長は北京大学の郝平校

務委員会委員長、林建華校長とも懇談

し、学術交流拡大について意見交換を

行いました。これからも、北京大学をは

じめとした中国の高等教育機関との研

究者交流や学生交流を通じて日中友好

の促進に貢献していきます。

左から、鎌田総長、
北京大学校務委員会委員長郝平氏
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多数の光信号を同時に電気信号に変換

世界初、米粒より小さい高速集積型受光素子を開発

　理工学術院の川西哲也教授は、国

立研究開発法人情報通信研究機構

（NICT）ネットワークシステム研究所と

共同で、多数の光信号を同時に受信

し、高速に電気信号に変換する高速集

積型受光素子を開発しました。

　本素子の開発により、多数の光受信

器を集約し、大容量光通信装置の大幅

な小型化と低消費電力化が可能とな

ります。さらに、本素子の多チャネルの

光信号を高速に処理できる特長は、イ

メージセンサやレーザ測距などへの応

用も期待されます。

　今後は、本素子の実用化に向けて、更

に集積度の向上や小型パッケージ化な

どへの取り組み、また光通信分野以外

のイメージセンサやレーザ測距などへ

の応用の開拓も考えられています。なお、

本研究成果は2017年9月にスウェーデ

ンで開催された光通信・光デバイスの

現在の波長多重伝送システムの構成イメージ（上図）、
今回開発した高速集積型受光素子を使用した場合の
イメージ（下図）

世界最高峰国際会議ECOC2017にて

発表を行いました。

本学代表コンソーシアムに国内外の産学官24機関が参画、12機関が連携

AI・IoT・ビッグデータ・セキュリティ人材育成

　8月22日、文部科学省平成29年度

データ関連人材育成プログラムに、本学

を代表機関とし国内外の産官学金融各

界から24参画機関、12連携機関による

「高度データ人材育成コンソーシアム」

（略称：D-DATa）が採択されました。

　主対象となる博士課程学生・博士号

取得者等から修士学生・学部生まで、

文系・理系を問わず、Society5.0を支え

る人材育成・キャリア開発を実施します。

　AI・IoT・ビッグデータ・セキュリティ等

に関する技術や知識を修得したい学

生・若手研究者に、その基礎から応用

までを体系的に網羅するカリキュラムと

インターンシップ等の実践的なプログラ

ムで構成する研修を提供します。

人材育成方針・教育カリキュラム・人材輩出

※	11月27日開催のキックオフシンポジウムの詳細やお問合
せは、「博士キャリアセンター」WEBサイトをご覧ください。
　http://waseda-dscc.jp/

　スポーツ庁が大学のスポーツ活動を

支援する「大学スポーツ振興の推進事

業」に早稲田大学が選定されました。今

回選定されたのは本学を含む8大学で

す。本学からは「『早稲田アスリートプロ

グラム（WAP）』のさらなる発展」「大学

スポーツアドミニストレーターの育成や

活用」「早稲田スポーツのブランド化を

柱に様々な取り組み」等を提案し、その

計画が高く評価されました。

　その柱である「WAP」は、2014年度か

ら組織的かつ統合的な教育プログラム

として、全ての体育各部部員が取り組ん

でいます。文武両道を高いレベルで実践

し、学生アスリートおよび大学スポーツの

価値を高めるとともに人間力・洞察力を

備え、社会で活躍するグローバルリー

ダーを輩出することを掲げています。

　今後その完成度を高めながら、大学

スポーツのひとつのモデルとなることを

めざし、スポーツ庁に採択された本事業

にも積極的に取り組んでいきます。

日本の大学スポーツの新たなモデルに

「大学スポーツ振興の推進事業」に選定されました
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News Report
大 学 の 今 を 知 る

　世界的に高い評価を受けている各

分野の第一人者による「アカデミック

リーダーセミナー」。8月1日に小説家で

あり詩人である多和田葉子氏を迎え、

「雄猫から二日酔いへ-言語とアイデン

ティティー」と題した講演会をスーパー

グローバル大学創生支援事業	国際日

本学拠点主催のもと行いました。多和田

氏は1993年に芥川賞、2016年にはドイ

ツで最も権威のある文学賞であるクラ

イスト賞を日本人で初めて受賞し、日

本、ドイツはもとより世界各国の文学界

に影響を与え続け、あらゆる方面で活

躍しています。

　当日は、ドイツに長く住み、外国人と

して作家活動をすることに対しての思

いや葛藤について触れ、日本語とドイ

ツ語それぞれの言語が持つ違いや面

白み、また現地で移民として作家活動

をしていく意味について、自身の体験

や時には作品の朗読を交えながら講

演。言語と国籍、自身のアイデンティ

ティについて考えさせられる機会とな

りました

“ふたつの言語から
つながりが拡散していく”

多和田葉子氏による
アカデミックリーダー
セミナー

来場者へ「ふたつの言語からつながりが拡散して
いくので、楽しさも2倍になる。どうかそのグチャグ
チャな感じを楽しんでほしい」とアドバイス

　理工学術院の柴田高範教授、阿南工

業高等専門学校の大谷卓講師、東京

理科大学理学部の河合英敏准教授ら

の研究グループは、市販の試薬からわ

ずか2工程で、高い蛍光量子収率と円

偏光発光異方性因子（g値）を併せ持

つ低分子有機化合物の合成法を開発

しました。

　本合成手法は、さらに環数の多い高

次のヘリセンや、環同士の連結形式の

異なるヘリセンの合成にも適用が可能

です。今後、さらに優れた材料となるヘリ

センを創製し、将来的には高輝度液晶

ディスプレイ用の偏光光源、3次元ディ

スプレイ、セキュリティーペイントなどの

高度な光情報処理技術を実現する機

能性有機化合物の開発が大きく期待さ

れます。

　本成果は化学系学術誌Angewandte	

Chemie	International	Editionに掲載さ

れ、国際的学術抄録誌Synfactsで紹介

され、さらに“材料と非天然物合成”分

野の最注目論文“Synfacts	of	the	

month”に選出されました。

高輝度液晶ディスプレイなど、高度な光情報処理技術への応用に期待

市販品試薬からわずか2工程、らせん状低分子有機化合物の合成法を開発

今回開発した窒素原子を4つ有する
七環式ヘリセンの2段階合成法と
X線結晶解析により決定した固体構造、
ならびに光学的特性

　理工学術院の奥乃博教授、京都大

学大学院の松野文俊教授らは、内閣府

総合科学技術・イノベーション会議が

主導する革新的研究開発推進プログラ

ム（ImPACT）タフ・ロボティクス・チャレ

ンジにおける研究開発課題「タフな索

状ロボットおよび極限ヒューマンインタ

フェースのための極限制御システムの

開発」において、プラント設備の配管内

の日常点検や緊急時の点検を目的とし

たヘビ型ロボットを開発しました。

　ヘビ型ロボットは、複雑な配管内を

走破し、脚型ロボットや車輪型ロボット

では進入できない空間かつファイバー

スコープでは到達できない場所へのア

プローチを実現。皮膚型接触センサと

音響センサを活用して、配管内など狭

隘で複雑な環境の状況を正確に提供

することに成功しました。その適用の

ひとつとして、プラント設備の配管内外

の日常点検や緊急

時の点検を行うこ

とが期待されてい

ます。

複雑な配管内の情報を正確に提供

皮膚型触覚センサ搭載ヘビ型ロボット用に音響センサを開発

図1	 皮膚型の触覚センサを
	 搭載したヘビ型ロボット

図2	 マイクロフォンと慣性センサを
	 搭載したヘビ型ロボット

触覚センサ

マイクロフォン

慣性センサ

連続的
分子間

カップリング市販試薬

（a)

+

（b)

市販試薬

連続的
分子内

カップリング



25

研究・教育 R E S E A R C H & E D U C AT I O N

大学全般 U N I V E R S I T Y

受賞 P R IZ E

各種活動 AC T I V I T Y

早稲田大学最大の文化芸術フェスティバル

「早稲田文化芸術週間2017」開催

　本学最大の文化芸術フェスティバル

「早稲田文化芸術週間」。「こころ揺さぶ

る秋がくる」をテーマに、今年は10月10

日から創立記念日の10月21日までの13

日間、早稲田キャンパス・戸山キャンパス・

中野国際コミュニティプラザを中心に、

コンサート、日本舞踊、演劇、講演会など

「早稲田文化」を体感できるイベントを

一斉に展開しました。初日には會津八一

記念博物館前と大隈記念講堂でオー

プニングライブを開催。応援部、男子チ

アリーディングチームSHOCKERS、チア

ダンスチームMYNX、ハワイ民族舞踊

研究会の学生達が大迫力のパフォーマ

ンスを披露。観客の“こころ”を大きく

“揺さぶる”、みずみずしい「早稲田文化」

を体現しました。

オープニングライブ（會津八一記念博物館前） オープニングライブ（大隈記念講堂）

約5,000名の早稲田スポーツファンが東伏見に集結

「2017早稲田スポーツフェスタin東伏見」

　9月18日、第6回「2017早稲田スポー

ツフェスタin東伏見」が開催されました。

東伏見キャンパス近隣の住民や早稲田

スポーツファンに感謝の気持ちを込め

て、体育各部の部員が主体的にスポー

ツ体験などを企画・運営する同イベント。

当日は約5,000名が来場し、スポーツ

を通じて交流を深めました。スペシャル

ステージには鎌田総長も来場し、日頃

の支援に対する感謝を述べました。

また、部員を代表してア式蹴球部主将

の鈴木準弥選手、秋山陽介選手（とも

にスポ科4年）、小島亨介選手（スポ科

3年）が登場。鈴木選手は「日頃の支援

に感謝しながら、必ず1年での1部昇格

を成し遂げたい」と力強く挨拶し、大き

な拍手と歓声に包まれました。

スペシャルステージ参加者による集合写真 アーチェリー体験を楽しむ子供達

　ハンガリー・ブダペストで行われた第

17回世界水泳選手権で、水泳部の渡辺

一平選手（スポーツ科学部3年）、校友

の瀬戸大也選手（2017年スポーツ科

学部卒）、古賀淳也選手（2010年ス

ポーツ科学部卒）がそれぞれメダルを

獲得しました。

　瀬戸選手は、200メートルバタフライと

400メートル個人メドレーで2つの銅メダ

ルを獲得し、3大会連

続で表彰台へ。古賀

選手は、50メートル背

泳ぎで2009年ローマ

大会以来の銀メダル獲得となりました。

　渡辺選手は200メートル平泳ぎで銅

メダルを獲得。帰国後の8月4日には、

鎌田総長に世界水泳での活躍を報

告しました。水泳部の恩藏直人部長、

奥野景介総監督も同席し、また村岡功

理事（スポーツ振興、オリンピック・パラ

リンピック事業推進担当）、岩井方男競

技スポーツセンター所長も渡辺選手の

快挙を喜びました。

ブダペストで行われた世界水泳選手権で快挙

渡辺選手、瀬戸選手、古賀選手がメダル獲得

瀬戸大也選手 古賀淳也選手
渡辺一平選手はメダル獲得を
総長に報告
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●	『戸籍と無戸籍―「日本人」の輪郭』
	 遠藤正敬（台湾研究所）著　人文書院　2017年5月

●	『失敗から学ぶ「早稲田式」地域エネルギービジネス』
	 小野田弘士（環境・エネルギー研究科）著　エネルギーフォーラム　2017年6月

●	『ロシア・東欧史における国家と国民の相貌』
	 井内敏夫（文学学術院）編　晃洋書房　2017年6月

●	『平和の憲法政策論』
	 水島朝穂（法学学術院）著　日本評論社　2017年7月

●	『環境法研究　第6号』
	 大塚直（法学学術院）責任編集・著　信山社　2017年7月

●	『日本の“こだわり”が世界を魅了する　
	 熱烈なファンを生むブランドの構築』
	 長沢伸也（商学学術院）編　海文堂出版　2017年7月

●	『みんなの健康教育　健康管理と病気の成り立ち』
	 前橋明（人間科学学術院）著　大学教育出版　2017年7月

●	『まちづくり図解』
	 佐藤滋（研究院）他編著　鹿島出版会　2017年7月

●	『荷車と立ちん坊　近代都市東京の物流と労働』
	 武田尚子（人間科学学術院）著　吉川弘文堂　2017年8月

●	『スポーツ戦略論　スポーツにおける戦略の多面的な理解の試み』
	 堀野博幸（スポーツ科学学術院）他編著　大修館書店　2017年8月

●	『超高層建築と地下街の安全　人と街を守る最新技術』
	 尾島俊雄（名誉教授）編　早稲田大学出版部　2017年8月

●	『早稲田学報』
	 早稲田学報編集室　早稲田大学校友会　2017年9月

●	『憲法パトリオティズム』
	 田畑真一（政治経済学術院）・小池洋平（社会科学総合学術院）ほか監訳
	 大学出版部協会　2017年9月

●	『デイリー六法　2018（平成30年度版）』
	 鎌田薫（法学学術院）編修代表　三省堂　2017年9月

●	『契約法』
	 中田裕康（法学学術院）著　有斐閣　2017年9月

●	『早稲田文学増刊　女性号』
	 早稲田文学会　筑摩書房　2017年9月

早 稲 田 大 学 の 最 新 情 報

Waseda Trend

本学教員の著書や各部署による
刊行物をご紹介します。
※（　）内は著者・編者・監修者の所属（刊行時）です

BOOK S 11–1月

本学で1月までに開催されるイベントを一部ご紹介します。
詳細は、直接【問い合せ先】にご確認ください。
その他のイベントにつきましては、本学Webサイト
（https：//www.waseda.jp/top/event）イベント情報をご覧ください。

E V EN T S

坪内博士記念演劇博物館
①早稲田大学演劇博物館・文学座共催シンポジウム
　「日本物（和物）の芝居の継承とこれからの文学座～
　“百周年を目指して”」
②演劇クエストワークショップ（仮）
③シンポジウム　
　世界を駆け抜けた舞踊家・伊藤道郎：記憶・資料・研究

①小野記念講堂
②早稲田キャンパス構内など
③小野記念講堂
①2017年12月6日㈬15：00 〜16：30（開場14：30）
文学座から新橋耐子氏と山本郁子氏をお迎えし、日本物の
芝居について、演劇評論家の大笹吉雄氏とともに語り合っ
ていただきます。
②2018年1月27日㈯、28日㈰
街を歩くツアー型ワークショップ。演劇を使っていつもとは少し
だけ異なる視点から街を見ることを試みます。
③2017年11月11日㈯14：00 〜17：00（開場	13：30）
戦前から戦後に国内外で活躍した舞踊家・伊藤道郎につ
いて、国内外の研究者・遺族・直弟子を招き多角的に議論
します。
①②坪内博士記念演劇博物館　
TEL：03-5286-1829（平日	9：00〜17：00）　
URL：http://www.waseda.jp/enpaku/
③坪内博士記念演劇博物館	演劇映像学連携研究拠点
TEL：03-5286-1829（平日	9：00〜17：00）
URL：http://www.waseda.jp/prj-kyodo-enpaku/　
※①②は要お申し込み。
　詳細は演劇博物館ウェブサイトをご確認ください

会場

日程

問

『世界史のなかの天正遣欧使節』
伊川健二（文学学術院）著　吉川弘文堂　2017年9月

1582年、本能寺の変の年に長崎を出港し、約3年後に、ローマ教
皇グレゴリオ13世に謁見する。彼らの著名な旅は、学術的にみれ
ば、いまなお膨張を続ける巨大な情報群にほかならない。本書で
は筆者による南欧史料調査の成果を踏まえつつ、一般読者にも
簡潔な解説を心掛けた。さらには、日欧双方における海外情報蓄
積の歴史のなかでの歴史的意義に迫る。

今 号のオススメ

會津八一記念博物館
①狩谷　斎墓碑受贈記念　狩谷　斎	―学業とその人―
②みほとけの形

会場

日程

問

①會津八一記念博物館	1階企画展示室
②會津八一記念博物館1階	富岡重憲コレクション展示室
①2017年11月28日㈫〜2018年1月20日㈯
江戸時代後期の考証学者として知られる狩谷　斎（1775〜
1835）の墓碑が、巣鴨法福寺さまの御好意により当館に寄贈さ
れました。本展ではこの碑や、その他狩谷　斎関連資料を展示
します。
②2017年12月7日㈭〜2018年1月31日㈬
志賀直哉旧蔵の木造菩薩立像をはじめ、ガンダーラの石造如
来坐像、中国南北朝時代の石仏と金銅仏、日本の法華経絵、
白描図像など、仏教美術の彫刻と絵画を展示します。
會津八一記念博物館　TEL：03-5286-3835
URL：https://www.waseda.jp/culture/aizu-museum/
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ダイバーシティ推進室
①ダイバーシティ推進室主催・理工学術院共催・キャリアセンター後援
　第3回Rikohティータイムシンポジウム
②ダイバーシティ推進室主催・スウェーデン大使館協力
　男女共同参画・ダイバーシティの推進プロジェクト講演会
　「ジェンダーを超えて自分らしく生きられる社会
　―男女平等・LGBTQに関するスウェーデンの取り組み」

会場 ①西早稲田キャンパス55号館1階大会議室　
②早稲田キャンパス27号館小野記念講堂
①2017年11月2日㈭14：45 〜16：30
社会の理系分野で活躍する先輩の経験を直接聴くことができる、年１回の貴重
な機会です。これからの自分のキャリアプランについて、一緒に考えましょう。
②2017年11月10日㈮16：30 〜18：00
ジェンダー中立な人称代名詞が議論され、造語が作られているスウェーデン。
社会の基盤の一角をなしている男女平等とセクシュアル・マイノリティへの理
解や国民の意識について、お話しいただきます。
ダイバーシティ推進室　TEL：03-5286-9871
URL：https://www.waseda.jp/inst/diversity/

日程

問

文化企画課
①中野区・早稲田大学文化交流事業	
　早稲田大学交響楽団　Maple	Concert	2017
②多和田葉子・高瀬アキ	パフォーマンス＆ワークショップ

①なかのZERO　大ホール　②小野記念講堂
①2017年11月19日㈰14：00〜
今年で8回目の開催となる、中野区と早稲田大学共催のコンサートです。チケット
は全席自由1,000円（※未就学児入場不可）
②パフォーマンス：11月13日㈪18：30〜20：30
　ワークショップ：11月14日㈫16：30〜18：30
ベルリン在住の作家・多和田葉子とジャズピアニスト・高瀬アキによる企画。多和田
葉子のテキスト朗読と高瀬アキのピアノ演奏で言葉と音楽の可能性を探る。
文化企画課　TEL：03-5272-4783（月〜金	9：00 〜17：00）
E-mail：art-culture@list.waseda.jp
URL：https://www.waseda.jp/culture/
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日程

問

留学センター
2017年度(2018年実施)　春季短期留学プログラム募集要項説明会

会場

日程

問

大隈記念講堂小講堂
2017年11月16日㈭
募集要項説明会　12：15〜13：15／18：15〜19：15
留学センター・体験者による個別相談　13：15〜14：20／16：30〜18：15
「春休み、せっかくなら実りある時間にしたい！」「単なる海外旅行では物足りな
い！」「長期留学にいく前のお試しに！」など、春休みの短期留学に興味がある方
はぜひご参加ください。
留学センター（22号館1階	Waseda	Global	Gate）
TEL：03-3208-9602
URL：https://www.waseda.jp/inst/cie/from-waseda/abroad/short
※「早稲田　短期留学」で検索

キャリアセンター
就職活動ガイダンス
（2018年9月および2019年3月卒業・修了予定学生対象）

①早稲田キャンパス	国際会議場1階	井深大記念ホール
②所沢キャンパス	100号館212教室
③西早稲田キャンパス	63号館201、202教室
①2017年12月1日㈮、4日㈪、7日㈭、11日㈪、12日㈫
②2017年12月5日㈫
③2017年12月9日㈯
早大就活生へ向けた限定情報満載のガイドブックの配布
等、就職活動全般について基礎的な情報を提供する最初の
ガイダンスです。
キャリアセンター　TEL：03-3203-4332　
URL：https://www.waseda.jp/inst/career/

会場

日程

問

ORIS国際シンポジウム：
「反」グローバリズムを超えて
―欧米アジア諸国の比較分析

小野記念講堂
2017年11月23日（木・祝）13：00〜17：50
世界各地域の「反」グローバリズム現象について、その展開
の違いを社会経済的な要因と制度的な要因という二つの側
面から考える。
地域・地域間研究機構　TEL：03-5286-1458
URL：https://www.waseda.jp/inst/oris/

会場

日程

問

研究院フォーラム：
パリ協定とカーボンプライシング
―各国の政策動向と日本の長期削減目標に向けて

日本橋キャンパス（日本橋コレド5階）
2017年12月15日㈮14：00〜17：00
中国・カナダから専門家を招集し、両国の政策動向と展望を
伺う。環境経済・経営研究所のカーボンプライシングの研究
結果も紹介し、日本の長期削減目標に関する討論を行う。
研究院事務所　TEL：03-5286-1458
URL：https://www.waseda.jp/inst/ori/

会場

日程

問

平山郁夫記念ボランティアセンター
第7回早稲田駅伝

夢の島競技場（東京都江東区）
2018年1月20日㈯
早稲田らしい演出が盛りだくさんの復興支援チャリティランニ
ングイベント。子どもから大人までみんなでタスキをつなぎま
しょう。エントリーは12月18日㈪まで。
平山郁夫記念ボランティアセンター　TEL：03-3203-4192
URL：http://waseda-ekiden.wizspo.jp/

会場

日程

問
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